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外部環境の安定性を保持するケア

　治療環境を患者がどのようにとらえているかを
知り，不快や不安をできるかぎり患者に与えない
ように，物理的・人的環境を整えます。
　物理的環境を整えるケアとしては，患者に合っ
た眼鏡や補聴器を装着することや，不必要なライ
ンや拘束を除去すること，音や光を適正レベルに
調整すること，時計やカレンダーを活用して見当
識を補うことなどが挙げられます。
　人的環境を整えるケアとは，Y・H・W（ゆっ
くり・はっきり・わかりやすく）を意識したり，
「今から血圧を測りますね」などと 1度に 1つの
ことだけ伝えたりするなどコミュニケーションの
仕方を工夫することや，患者が幻覚や妄想などの

病的体験を訴えたときには「私には見えませんが，
虫に見えたんですね。それは怖かったでしょう」
などと感情に焦点化して応答することなど，かか
わることによって患者に安心感を届けるケアを提
供することです。せん妄の場合でも患者の感情は
保たれているため，せん妄のときに受けた医療者
の乱雑な言動や否定的・冷淡な対応などによって
傷ついた感情体験は，せん妄から回復した後にも
残っていることが多いので，支持的で温かい対応
を心がけましょう。

家族へのケア

　患者がせん妄になると，家族は突然患者がつじ
つまの合わない奇妙なことを言いだすことなどに
困惑し，どう対応してよいのかわからなくなって

図5  せん妄に対する看護ケアのプロトコル
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外部環境の安定性の保持

・ 外部環境に関する患者のとら
え方を知る

・ 不快や不安を与えない治療環
境にする（適した眼鏡や補聴
器を装着する，不必要なライ
ンや拘束を外すなど）

・ 不安を取り除き，安心を届け
る（コミュニケーションを工
夫 〔Y・H・W〕する，慣れ親
しんだものをそばに置くなど）

内部環境の安定性の保持

・ 適切な水分・電解質バランス 
の保持

・ 正常な酸素化の保持
・ 正常な血圧の保持
・ 正常な排泄パターンの保持
・ 正常な睡眠 /覚醒パターンの
保持

・ 適正なセルフケアレベル
  に応じたケア

家族へのケア

・ せん妄について基本的な知識
をわかりやすく説明する

・ 患者とのかかわり方の工夫を
伝える

・ 温かい態度で支持的に接する

図4  せん妄の薬物療法アルゴリズム案（文献 2 を参考に作成）

注射を選択する場合には，セレネース®がファーストチョイスになる場合が多く，筋肉注射ま
たは静脈注射によって使用します。すでに点滴ルートが確保されている場合には，副作用が
比較的少なく，即効性も期待できるため，セレネース®を注射用生理食塩水20mLに溶かし
て静脈注射で使用する場合があります。また，効果の持続性を期待するのであれば，注射
用生理食塩水100mLに溶かして点滴静注を選択する場合もあります。ただし，セレネース®

は使用する量によっては心毒性などの有害事象があるので注意が必要です。また，アキネト
ン®はせん妄を惹起したり，悪化させたりする可能性があるため，セレネース®との併用を避
けます
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表8  せん妄の回復可能性とケアのゴール
回復可能 回復困難

典型的な原因 電解質異常，薬物，貧血，炎症反応 臓器不全，脳転移
ケアのゴール せん妄からの回復 せん妄症状の緩和

薬物療法 抗精神病薬を用い，ベンゾジアゼピンは最小限
使用

適宜ベンゾジアゼピンの併用を行う

ケアの内容 見当識の回復，生活リズムの補正，家族のケア 不穏症状の緩和，睡眠確保，家族のケア

せん妄に対する非薬物療法的介入

　せん妄が発生した場合のケアは，大きくは患者
の「内部環境の安定性を保持するケア」「外部環
境の安定性を保持するケア」「家族へのケア」の
3つに分けられると思います。せん妄に対する看
護ケアのプロトコルを 図5 に示します。

内部環境の安定性を保持するケア

　患者の身体内部の環境を安定的に維持するため
のケアであり，具体的には適正な水分・電解質の
バランスの保持，正常な酸素化の保持，正常な血
圧の保持，正常な排泄パターンの保持，正常な睡
眠−覚醒パターンの保持，適正なセルフケアレベ
ルに応じたケアを計画・実施することです。
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